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ごあいさつ              

 

今年度もこうしてボランティア活動報告集を発刊することができました。学生がボランティア活動を通じて得た貴重な経験や成果をまと

めることができましたのも、活動を受け入れてくださいました地域の皆様、各種団体、福祉法人の皆様の温かなご支援とご協力の賜物で

す。心より感謝申し上げます。 

本報告集に掲載されている学生は、その一部に過ぎません。今年度も多くの学生が、それぞれの関心や強み、短大で学んだ専門性を活か

し、自ら一歩を踏み出しました。 

とりわけ、毎年本学学生のおよそ一割が参加している富山マラソンでは、フィニッシュランナーサービスやゴール後の手荷物受け渡しを

担当し、完走されたランナーの皆様を笑顔で迎えました。疲労の中にも達成感に満ちた表情に寄り添い、「お疲れさまでした」と声をかけな

がらタオルを手渡す姿や、混雑する中でも正確かつ丁寧に手荷物を届ける姿は、まさに本学学生の誠実さを体現するものでした。地域を代

表する大規模イベントを支える一員として責任を果たす経験は、学生にとって大きな学びと自信につながっています。 

また、こども食堂や高齢者施設、地域行事などの現場でも、学生は相手の立場に立ち、真摯に向き合う姿勢を大切に活動してきました。

活動後の振り返りでは、「人と人とのつながりの温かさを実感した」「支える側でありながら、自分が支えられていると感じた」といった声

が多く聞かれました。 

ボランティア活動は、学内の授業だけでは得ることのできない、実体験を通した深い学びの機会です。本学が大切にしている「知性と教

養」、そして「人間性の向上」は、地域の皆様との出会いと実践の中で育まれています。学生たちは、異なる価値観や世代、生き方に触れる

ことで視野を広げ、自らの在り方を見つめ直す貴重な経験を重ねました。 

慣れない環境の中で戸惑いながらも、責任をもって最後まで取り組んだ学生一人ひとりの努力と勇気を、センターとして誇りに思いま

す。学業との両立を図りながら継続的に活動に参加した学生も多く、その姿勢は本学の大きな財産です。 

受け入れてくださった法人・団体の皆様におかれましては、活動の機会を提供してくださるだけでなく、温かい励ましと丁寧なご指導を

賜りましたこと、改めて御礼申し上げます。皆様のご理解とご厚意が、学生の成長を力強く支えてくださいました。 

本報告集が、今後の活動依頼や連携の一助となりましたら幸いです。今後とも、地域と共に歩み、学び合うボランティア支援センターと

して努めてまいります。引き続き、富山短期大学へのご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

末筆ながら、学生の挑戦を温かく見守り、支えてくださるすべての皆様に心より感謝申し上げます。         

2026 年 3 月 ボランティア支援センター長 明柴  聰史 
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※参加率は、一人が何回参加しても複数回数

には数えていません。 

※全学年数から休退学者数を除いています。 

2.2
全学生数、
平均参加率 501 240 47.9 - 532

46 2.7

２年 26 7 26.9 11 1.6
健康福祉

１年 18 17 94.4
54.5

66 1.8

２年 101 15 14.9 26 1.7
経営情報

１年 84 36 42.9
27.6

132 2.2

２年 56 27 48.2 47 1.7
幼児教育

１年 73 60 82.2
67.4

9 1.1

２年 8 4 50.0 6 1.5

専攻科
食物栄養専攻

１年 12 8 66.7
60.0

3.0

２年 61 6 9.8 7 1.2

学生1人あたり

（名） 参加回数（回）

食物栄養
１年 62 60 96.8

53.7
182

学科・学年
※

全学生数（名）
参加

人数（名）

※

参加率
（％）

学科
平均（％）

延人数

2025 年度 学生のボランティア活動実績               (2026.3/31 時点暫定) 

   

１、2025年度月別依頼件数・参加件数 

 

 

 

 

２、学科別学生参加率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2年 23.4 1.6

1年 72.7 2.4

学年 参加率（％）
学生1人あたり

参加回数（回）

（ ）は 2024 年度 

月

件数

10 13 17 26 28 19 22 22 13 5 4 8 187
(10) (17) (13) (20) (18) (28) (28) (19) (12) (5) (7) (15) (192)

5 5 8 13 12 12 8 14 9 4 0 4 94
(3) (10) (7) (13) (8) (16) (15) (9) (6) (2) (0) (5) (94)

50.0 38.5 47.1 50.0 42.9 63.2 36.4 63.6 69.2 80.0 0.0 50.0
(30.0) (58.8) (53.8) (65.0) (44.4) (57.1) (53.6) (47.4) (50.0) (40.0) (0.0) (33.3)

参加件数
(49.0)

参加率（％）

3月 計
参加件数   （％）

依頼件数

依頼件数
50.3

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月
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富山マラソン 2025 ゴール後サポート 

子育て支援イベント 

ごみ拾い大作戦 in 富山駅前 

告知ポスター 

創作サークルによるデザイン 

富山短期大学ボランティア活動等普及支援

「+Ｏｎｅともに」 

こどもまんなか子育て応援フォーラム  
実践発表「地域で活躍！学生ボランティア」 

（主催・富山市社会福祉協議会） 

2025 年度 主な活動の様子 
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MAIL tymc_volunteer@tii.ac.jp 
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